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ご　　あ　　レヽ　　さ　　つ

古く徳川時代中期からaj歴史を有するといわれる当あいl)ん地区は､明治

初年以降激動する社会の中にあって､その時代の流れを反映しつつ､その時

々の問題を集積させながら今日に至ったものであります｡

この歴史の経過の間に､行政は慈善事業から社会政策へと進み､施策は､

治安対策から福祉の設計-と移行し､その間各種各様の施策が講じられてま

いりました｡このような行政の各分野におきます努力にもかかわらず過去停

回かの騒擾事件が発生し､地元関係機関はもちろん､中央においても抜本的

な再検討がなされ､昭和37年には､大阪府労働部西成分室の撥能を飛躍的に

発展させて､財団法人西成労勘福祉センターが設置され､現在まで歩んでき

たことは､すでにご承知のことでありますo

この52年度年報｢日雇労働者の就労と福祉のために｣は､当センターの

最近の事業内容を詳細に記録したものでありまして.設立以来毎年発行いた

しておりますが､総じてこれらに目をとおしますとき､目まぐるしく変転す

る客観状勢に対処して､適時適切な施策を打出すことの如何にむつかしいか

を痛感いたす次第でありまして.まことに歯がゆい思いもするのでありますo

すでに今までにも.労働市場に関する問題点､労働福紐に関する問題点な

どについての対応策があらゆる角度からいろいろと議論されてまいりました｡

しかしながら現実的には､毎日毎日数千人の労働者が一定地域に集まり､

就労するものあり､アプレるものありその生活態様こそ違え実際にこの地区

を基盤として､多数の労働者が生活していることは､生々しい事実でありま

す｡従いまして､基本的な対策を常に追及しつつ､日々のきめ細かな行政こ

そ当センターの使命であると考えますし､地区労働者の期待そのものである

と信じています｡

石油ショック以来のドン底不況は､地区労働者にとっては､全く試練の時

代でありました｡センターの総力を挙げてもどうにも仕様のない苦しい時代

ではあl)ましたが､ 52年に入って長かった暗いトンネルからも漸く抜け出
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たようであります｡

現在のところたとえそれが公共投資の恩恵にあづかる建設関係の一部産業

に限られているといたしましても.待望久しかった希望の曙光であることは､

間違いないと考えます｡

戦後不死鳥のように戦禍からよみがえりをみせた当あいりん地区の労働者

は､今や､大阪のみならず近畿全地域にわたる産業経済の重要な労働力の担

い手であるとの認識のもとに､近代的労働市場の着実な育成を図り､砲区労

働者の福祉の増進のために及ばずながら努力を傾ける所存であります｡

さきにも述べましたように､この地域の労働福祉対策は､特殊な社会問題

もからみ合い複雑至難の業でありますが､労働者の日々の就労を確保し､日

常生活を向上せしめますためには､何としても多くの社会資源が要請される

ところでありまして､広く一般社会のご理解をいただくことはもちろん､住

民の各位をはじめ.産業界の各方面のご協力とご援助をお願い申し上げる次

第であります｡

また同時に､関係諸機関の日頃のご援助に対しましては､深甚の謝意を表

しますとともに､今後とも一層のご指導ご鞭能をお願いいたしまして本誌発

行のごあいさつといたします｡

昭和53年10月

財団法人　西成労働福祉センター

理事長　橋　　　　　　憲



第1.あいりん地区の概況

1.沿　　　　革

｢釜ケ崎｣は畿度かの騒動を経て.昭和41年8月に｢あいりん地区｣と

いう呼称に統一変更された｡ ｢あいりん比区｣という呼び名ももう10年の

歴史をもつわけだが､全国的にはまだ｢釜ケ崎｣という名の方がとおりやす

い｡

この地区は､その昔､なにわ江の藩がつづく｢難波の名呉の浜｣と呼は打

た漁村であったと云われている｡ ｢釜ケ崎｣という名も､ ｢塩焼釜のある岬｣

が転じて｢釜ケ崎｣となったという説と､岬の地形が鎌の形をしていて｢釜

ケ崎｣となったという説があって､いずれも海浜と関係がある｡

古来の交通路であった紀州街道は浜海道とも云われ.沿道に小部落が点在

し､釜ケ崎もその一つであった｡

紅戸時代に入ると､畑揚八ケ村と呼ばれる有名なそ菜地帯の一つであった

今宮村の一部をなし.のどかな農村として明治中期頃まで続いた｡しかし､

明治も後半になると､日本経済の成長発展と共に農村から都市への人口の吸

収･集中が進み､大阪市も商工業都市として栄えた｡一方､経済の好況･不

況に伴い貧困労働者も増加し.市街地周辺にスラムの形成をみるに至った｡

大阪市南端の名護町(長町･現在の浪速区日本橋3-5丁目)は.江戸時

代から貧困者の集落として､不良環境砲区を形成していたところであり､不

沈の波と共にさらに貧困者の増加をまねき､スラムの典型的なものとなった｡

ところが明治3 6年に第1 5回内国勧業博覧会が.大阪の今の天王寺公園

･新世界一帯で瞭催されることになり､現筋道路の拡張と､博覧会会場に通じ

る沿道の整理が行われると共に､明治3 1年に制定された大阪府の宿屋取締

規則にもとづいて､名護町は取払われることになった｡こうして名護町のス

ラムは.必然的に南へ移り､木賃宿や貧困者は関西線を越えて紀州街道沿い

の入船地区(釜ケ崎の中心部)に移っていった｡明治35年頃迄は､旅人相

手の八軒長屋､後には下層労働者用の循･長屋がひっそりと存在していたに
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すぎない釜ケ崎も､これを実機にスラムとしての膨張を始めたのである｡

日露戦争､第一次世界大戦を経る中で.当然のことながら景気･不景気を

繰り返し､失業者･貧困者が大量に増加していった｡前述した博覧会会場鍵

には新世界歓楽街が生れ､大正7年には､飛田遊廓が開かれた｡また南海電

鉄の本線と阪堺線が敷設拡張される等々といった状況の中で.釜ケ崎は膨張

し.大正末期には全国各処から諸種の事情で､地方で定住することが困難に

なった人々がこの雌区に流れ込み､本格的なスラムを形成するに至った｡

大正7年､富山県の-漁村で勃発した米騒動は.全国に波及したが.大阪

で最初の米騒動は釜ケ崎の木賃宿45軒の労働者2,700人をはじめとする

今宮町住民の蜂起によって起ったことからも､金ヶ崎にいかに多くの貧困者

が居住していたかがうかがえる｡

昭和初期の世界的恐慌を経て､釜ケ崎には貧困者群が堆積し､ある時には

低賃金労働力の供給源として発展していった｡

一第2次世界大戦中は.失業者も釜ケ崎から姿を消し､老人､子供などの非

戦斗貝を残して戦争の渦中に巻きこまれ.大阪大空襲により堪域の大半は灰

塵に帰した｡

戦後は･戦災の復興を始めとして､朝鮮戦争･ベトナム戦争の特需､臨海

工業地帯の造成.万国博､列島改造と.産業界における日雇労働者.社外エ

･下請工の需要は高まり､地区はその供給源として規模をさらに大きくして

スラムから日雇労働者の巨大な街へと変ほうしていったのである｡



2　現　　　　況

(1)区　　　　画

現在のあいりん地区は.大阪市西成区の束北端､国鉄環状線と､南海本

線.南海天王寺線とに区切られるデルタ地帯を中心にした1 1町丁､花園

北-丁目(一部)､二丁目(一部).萩之茶屋-丁目､二丁目.三丁目(一

部)､太子-丁目､二丁目､天下茶屋北-丁目(一部)､山王町-丁目､

二丁目､三丁目(一部)とされている｡それまでなじみの深かっだ入船､

海道､甲岸､曳船などの町名は.昭和48年の住居表示変更で､その姿を

消した○

(2)面　　　　積

地区の面積は0.62平方キロで西成区域( 7.42K詰)の約8.4%.面積

的には狭い地域となっている｡

(3)人　　　　口

埴区の人口は､住民登録､未登録を含めて約4万2千人と推計されてい

る｡昭和50年の国勢調査では､大阪市の集計で也区人口は､ 23.2 17

名としている｡これには流動激しいドヤ人口(簡易箔泊所楕消暑)はほと

んど含んでいない｡大阪市の人口軽度が､昭和50年国勢荊査時でi 3,4

8 4人/Hn2　であ!)､僅か0.62Knrのこの地域に4万2千人もの人々が

住んであり､この埠区の過密の激しさを物語っているo

(4)琵　　　　境

地区は､大阪の南の玄関口天王寺の西勝りにあって､国鉄･私鉄･地下

鉄が交錯するとともに南北は国道2 6号線､東西は市道尼崎一平野線が境

界をなし高速道路阿倍野ラン-プなどもある､交通至便の地となっている｡

地区の北側に国鉄及び南海本線の新今宮駅.地下鉄御堂筋･堺筋線の動物

園前駅があり地区への入口となっている°

通天閣やジャンジャン措丁のある新世界の歓楽街や､旧飛田新地にも隣

接している｡

地区は､真申を南北に縦断している南海電鉄阪堺線によって､東の山王
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地区､西の萩之茶屋壇区とに二分されている｡山王地区は旧飛田遊廓pt.堤

して.府下でも暴力､売春､覚せい剤事犯の最も多い地域とされている｡

一方､萩之茶屋壇区は､旧任書街道(釜ケ崎銀座)を中心に.簡易宿泊所

(ドヤ)が集中しており､多数の日雇労働者がここを生活の拠点としてい

る｡ーしたがって､労勘考の食生活と一体になっている飲食店をはじめ､奥

茶店､酒屋､パチンコ店､古物商などの各種営業もこの萩之茶屋砲区に集

中している｡なお,西成労働福祉センター､あいりん労働公共職業安定所､

大阪社会医療センター､市営萩之茶屋住宅などを含む総合施設｢あいりん

労鋤福祉センター｣をはじめ､西成警察署､新今宮小･中学校､西成市民

館などの公共施設も.この萩之茶屋地区にある｡

(5)簡易宿泊所

通称ドヤと云われている簡易循泊所は､この地区内に1 94軒の多くを

教えている｡そのうちの約7 0%が前述の萩之茶屋砲区に集中している｡

ドヤの収容能力は総致1 9.6 1 1人に及んでいるが､宿泊料が日払いで

あるために宿泊者はきわめて流動的で､不況時には6割近くまで落ちこむ

一方.好況時や.盆･暮れの地区への｢里帰り｣現象時には､満員の状態

となる｡西成警察署が調べた昭和52年中のドヤの宿泊状沈(率)は月平

均76%(51年は74%)である｡これは不沈のドン底であった昭年50

年の6 5%に述べると一割強の増であり特に8月は8 6%の椿油率を宗し

ている｡宿泊者の96%が男で､その9割近くまでが日雇労勘考である｡

万博景気･列島改造景気で労働者が街にあふれた寅､ドヤの新･改築が

すすみ､それまでの木造2階建にかわって.現在では8 7軒が鉄筋化､そ

の中48軒が5-8階の高層ビルとなり､冷房･エレベータ付､宿泊人員

400-500人といった大型のものまであらわれている｡名前も.これ

までの古風な元禄､浦島､音羽などから､ホテルプラザ､ホテルロイヤル

など､一見錯覚を起しそうなものも出現している｡しかし､その構造は､

｢蚕棚｣や｢追い込み｣が姿を消して､大半が個室(小間)化していった

ものの､ 1-2畳のものがほとんどで.中には非常口､非常階段等の設備
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が不備であったり､通風･採光の悪いのもあって､生活の場としてはまだ

まだ多くの問題をかかえている｡

ドヤ代(楕泊料金)は､箱型最低1 60円から.一般旅館並みの最高

3,500円までにわたっているが.平均的に多いのは500円前後となっ

ているo日払いとしては安くみえても,僅か1-2畳の空間が月にすると

15.000円ということになり､きわめて高い住居費を払っていると云える｡

(6)飲食店等

前述の簡易宿泊所には.給食の設備もなく.いわば素泊りの施設である

だけに､ドヤ居住者の食生活を支える各種飲食店はこの地区内に5 64軒

･の多きを数えているoこの中.食堂が185軒､嘆茶店が148軒､立呑

み屋が1 2 2軒となっており､現金払い､諸物価の高騰という二重のせめ

苦の中で.地区労働者はその労働力の再生産を日々､これらの店々でおこ

なっているのであるoしかし､ 48年に端を発した不況の深まl)の中で.

地区労勘考の生活は一段とさびしくなり､食生活のきl)つめ肥.これらの

店にも直鞍響いて､ 50年当時にくらべると､ 51年には食堂で20店.

酒屋で25店,立春屋で1 7店､お好み焼屋で83店の減少をみたが､公

共事業の拡大による建設業界の好況に伴い､日雇労働者の就労状況もかな

り好転し､町に活気を取りもどし.飲食店はほぼ元の状況に復帰したよう

である｡

各　種　営　業

宿 泊 描 設 仞igﾈ.��総数 豫�X���日払アパート �ｩLｨ4�7��ｸ6r�旅館 

教 鉄�b�194 �3b�245 �3��

収容能力 塔ゅ�3R�19,611 �"ﾃ�ヲ�5.725 都���

飲 負 僖��総致 佩ﾂ�酒販 売業 ���;��移動 飲食店 �7ｨ8ｸ8"�995��奥茶店 迄+x+Y|｢�膚萱 52 �(h揩���-2�虜l 
50年 田#Xﾊﾂ�123 鉄��167 �#��25 ��#r�36 剳ﾇ 22 

店 鉄�D��510軒 ���b�28 ��Cr�20 ����183 ����89 �#��(54) 

5牢 田�(ﾊﾂ�122 塔��185 �#��26 ���ｬｲ�19 鼎r�19 茶Sｒ�

欒 仂h顥~2�総数 俯�5��古物商 仞���*ﾘ+�5��露店 致(軒) �3ィ�x��19 �#c����9 姪ビ��ｶﾂ�

薬 仂h顥~2�総数 �4ｨ7H4h�ｲ�小カフェー 几�ﾙ5��_小料理店 唸7�6�6(7b�麻雀店 教(軒) 田��8 �2�I �#��ll �#��

3.地区労働者の実態

あいl)ん地区の推定人口4万2千人の申.約18.000人が日雇労働者と

みられ.東京の山谷､横浜の寿町以上の規模を有するわが国最大の日雇労働

高男を形成している｡地区が労働着の街といわれる所以はここにあt)､堆区

住民の半穀を占める日雇労働者を中心に､この街は動いていると云ってよい｡

労鋤著の人口は､好況･不況､季節yt.よっても変動があり､ 2-3割の増減

をみるo

(1)就労形態

地区労働者の就労形態は､大きく4つに分けられる｡

第1のグループは､あいりん労働公共職業安定所および､大阪港労働公

共職業安定所に登録して､安定所の紹介で就労するグループで､失対登録

労働者96人､民間登録者261人､港港労働者104人の合計461人

がこの地区から就労している｡しかし.失対登録､港湾登録者の職業転換

によって､このように小さくなってきたこのグループも､かっては､

2.000名をこえていだのである｡ちなみに､昭和38年度には3.676

人も居た失対登録者も52年度には58 8人､民間登録者は38年度863

人が昭和52年痩1.1 35人と増加をみせているものの､港湾登録者は.

41年度の2,638人から354人と大巾な減少となっている｡

第2のグループは.西成労働福祉センター寄場から就労するグループT.

その教は景気の好･不況､季節･天候に左右されて大きく変動するが､セ

ンターの就労あっせんにより就労するのが期間雇用を含めて約5.0 00-

6.00 0人､求人者の直接募集や､仲間同志の誘い合わせによる就労が的
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2,000人､合計7,000-8,000人とみられる｡

第8のグループは､センター寄場外から就労するグループで･阪堺線の

帝展町駅前や､市道尼平線上､ドヤの玄関前などに集まって､親方や仲間

と待合せて就労する職人グループ約3,000-4.000人と推定される｡

第4のグループは､常用的に定まった事業所へ直行就労するグループで､

建設業も合むが主として運輸･製造業関係に下請･社外工として働いてい

るのが多い｡第2グループとの重複をはずすと,約4.000人とみられる｡

以上の4つのグループのはかに.これらのグループから一時的にはずれ

ている人達､労働災害による休業加療中の者､一般疾病で療養中の薯など､

一時的労働不能グループが約2,0 0 0人居ると思われる｡

その他､働く意思のないいわゆる西成強盗や.常習と博著､などの不良

グループが約1.0 00人居るとみられている｡

(2)日雇登録労働者

前述した推定18.000人の地区労働者のうち.失対･港湾･民間登録

の4 6 1人を除いた残りの殆んどの労働者が､あいりん労働公共職業安定

所に求職登録をし､雇用保険日雇労働被保険者手帳を所持している｡あい

りん労勘公共職業定安所が昭和45年に発足して以来.昭和5 8年3月末

迄に交付した手帳は38.43 8に吸び､同有効手帳所持者は､ 3月末現在

で15,169人となっている｡当初､公的機関のルートに乗りにくいと云

われた地区の労働者が､この様に殆んど登録するに至ったのは.雇用保険

手帳を所特することのメリットと､大阪独自の就労申告制の採用等による

受給資格取得の簡易化によるものと思われる｡

日雇雇用保険手帳所持者は､前2ケ月に2 8日以上働いた実額があれば､

仕事にあふれた時. 1日9,700円(現在4.looロ)の日雇求職者給付

令(通称アプレ手当)を受け取ることが出来る｡昭和52年度中にあいり

ん職安が支給したアプレ手当の支給総額は､ 2 7億4千9百万円にも遷し

ており.低成長･不況時の地区労働者の生活の大きな支えとなっているこ

とを示しているo約1万5千人の有効手帳所持者の中､給付を受けるのは
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月8千一9千人であるが､求人の落ち込みの底になる1月には1万2千人

lこも及.go

さらにこの手帳所持者には､夏一冬の2回､福利厚生資金が､支給され

ている｡ 4 6年の夏に初めて支給された時は､僅か1.60 0円で支給人貝

は1,691人であったのが､ 52年の冬には､ 7,looロ. 14.778人

が支給をうげろ迄になっている｡

雇用保険の手帳とあわせて､日雇労働者健康保険手帳を括つ労働者も給

付の改善に伴って増えており､地区労働者の療養時における生活の支えと

なっている｡ (別項で詳述｡)

(3)就労現場

地区労働者の就労先は､この地区が日雇労働者の巨大な労働市場として､

大きな役割を果していることもあって､各産業にわたり,広汎な地域に及

んでいる｡

港湾運送業の船内､沿芹荷役､陸上運送業でのトラック運送業､倉距荷

役､建設業では､高速道路､新幹線､地下鉄,上下水道､ガス･電気工事､

河川工事などの土木工事から､コンビナート､高層ビル､住宅団地.そし

て個人住宅の建策に至るまで.製造業その他では､鉄鋼､造船､化学部門

を中心に､一般サービス部門にも及んでいる｡

作業現場は.現金日雇で､大阪府下を中心に兵庫､京都.奈良､和歌山､

滋賀の近畿一円に及び､期間雇用(飯場)になると､東海､中国､関東地

方から.遠く九州､沖縄､東北地方に至るまで広範囲にわたっている｡

(4)年　令　層

労働者の年令層は､筋肉労働にたずさわることが多いだけに.壮年層が

多く､あいl)ん職安に登録した38.438人を年代別にみると. 20代が

108%､ 30代が850%､ 40代が339%､ 50代が15.0%､60

才以上が5.3%となっている｡
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4.ま　と　め

このようにあいりん地区は.幾多の変遷を経て､一部にスラムの様相を残

しながらも､巨大な日雇労働者の街に発展したものである｡

この間､行政機関と法人等による官民一体の努力に加えて､地区労働者の

生活意識の向上pt･より､従来行政機関になじまないと見られていた労勘考の

大部分が､雇用保険や健康保険の適用をうけるようになった｡

また､ 37年10月に開設された通称あいりん銀行と呼ばれている｢愛隣

貯蓄抱合｣に積極的に加入するものも増え､ 52年乗の預金著は､ 6,000

人を数え､預金額も8億7千万余となる等不況時や病気に備える心棒えもか

なり浸透してきている｡

これらを見るとき｢あんこ殺すに刃物はいらぬ､雨の8日も降ればよい｣

と云われたことは､すでに消え去った観を呈するが､これらは.好況時の一

部の一現象であり､日雇と云う不安定な雇用状態は､景気の下降を最も早く､

最も強く受ける立場であり､問題の解消には程遠い｡

あいりん地区にプールされる豊富な労働力は､大阪のみならず関西建設産

業界のその時々の要請に応じて､年間1 80億円にものぼる現金の投下は.

それだけ多大の貢献をなしたものといえる｡

さらに､万国博の粥催等による一連の高成長時代には､この堪区の労働力

は､増大し､府下は勿論.府外にも亘る広範な地域で､建設業に従事し､公

共事業の不可欠の部分の担い手として､しかも低賃金で､活躍してきたもの

である｡

しかしながら､不況時は当然､好況時にも労災事故の多発等.この地区の

労働者は､宿泊所に.飯場に､就労に､その時その時の問題が具体的に表わ

れているように､生活課携､労働環境は､健全とは云い難く､今後の課題は､

まだまた..'残されているのが現状である｡

第2　就労あっせんの事業(無料職業紹介)

昭和37年10月に設立された西成労働福祉センターは､昭和86年8月

の第1回釜ケ崎暴動后､大阪府の行政施策として急設された府労働部西成分

室の機能を発展的にひきついたものである｡その設立主旨は.勉区労働者の

不安定で異質な就労関係を正常化し.職業の安定.福征の楢進に努め.労勘

考の生活向上に資することを目的とする､としている｡したがって､地域弟

働者の就労あっせんを行うことは､センターの基本的な事業であり.昭和37

年以来労働大臣の詐可を得て無料の職業紹介を実施してきている｡

昭和5 2年度の無料職業紹介の概況は次の通りであるo

1.日雇現金求人の紹介

(1)紹介(あっせん)の方法

日雇現金求人の職業紹介の方法は､センターに届け出た求人条件をもとに､

求人者と求職者がセンター寄場内で.直援話しあって雇用の成立をはかると

いう､相対方式を採用している｡この方法で､早朝6時より､年末年始の仕

日間を除いて毎日就労あっせんを実施しているo

相対方式は.職業紹介の一方法とは云え､雇用の成立の時にセンターが介

在するのは､求人条件を明記したセンター発行の求人プラカードによってで

あり､このプラカードの掲示がなければ､求人活動を行う寄場を提供した事

実を除くと.寝装募集と何ら変りがない弱点をもっているo　したがって.求

人申込.求人プラカードの掲示を求人者に行わせることが､早朝紹介業務の

ひとつの課題となっている｡しかし､職業詔介に従事するセンターの限らゎ

た職員では.多数の求人者､労働者が集散する広い寄場を管理するには十分

でなく､条件明示に欠ける私製プラカード使用の求人者がまだまだあとをた

たないのが実情である｡手配師の介在.労務供給業などの違法求人の対策は

センターとしても苦慮しているところである｡この寄場求人の正常化を一層

促進するために. 5 2年前ま.別掲のような就労正常化促進週間の設定を行

い一定の成果をみるに至っている0
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